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1. 研究背景と目的 

 現在、最終処分場における浸出水がpH11~12と

いう高い値を維持し続けているという状況が一

部の処分場で見られており、最終処分場の早期安

定化が望まれている。浸出水の pH を下げる技術

として、ウルトラファインバブル(以下 UFB とす

る)を用いた中和技術がある。UFB とは直径が

1µm 未満の気泡 1）を指し、様々な研究が行われて

いる。 

 本研究は、CO2を UFB にして懸濁させた水(以

下 CO2-UFB 水とする)を用いて焼却灰の中和及

び中和状況の把握と、浸出水水質への影響を確認

することを目的として実験を行った。 

2. 実験手法 

 本実験では焼却灰に CO2-UFB 水を滴下させ、

浸出水の pH を測定する通水試験と焼却灰の中和

状況を把握するための溶出試験の 2種類の実験を

行う。 

2.1 実験試料 

本研究で用いた試料は 2023 年 10 月 24 日に浅

川清流環境組合の可燃ごみ処理施設にて採取し

たものを使用した。 

2.2 通水試験 

 円筒形のカラムに焼却灰を充填することで模

擬焼却灰層を作成した。この際、焼却灰を 5cm ご

とに上層・中層・下層と分け、合計 400g 程度に

充填を行った。 

 CO2-UFB 水生成装置を用いて純水に CO2-

UFB 水を生成した。作成した CO₂-UFB 水を送

液ポンプを用いて 50mL/hで模擬埋立層に通水し、

株から採取した溶液を浸出水とし、各種測定も行

った。また、純水と CO₂水でも同様の実験を行っ

た。その際、送液ポンプを用いて 100mL/h で模

擬埋立層に通水し、下部から採水した溶液も各種

測定を行った。 

CO₂-UFB 水での通水試験を UFB 型、純水での

通水試験を純水型、CO₂での通水試験を CO₂型と

した。以下の写真 1 に通水試験の全体図を示す。 

 

写真 1 

 採水した浸出水に対しては pH、EC、ORP、IC

の即時測定を行い、後日、TOC 計、原子吸光光度

計で各種測定を行った。 

2.3 溶出試験(環境省告示第 13 号試験 2)) 

通水試験終了後の模擬浸出水に対して上層・

中層・下層の各 2 サンプルと通水前の元試料 2

サンプルの合計 8 サンプル環境省告示第 13 号試

験に準じて溶出試験を行った。各溶出液に対し

て pH、EC、ORP、IC の即時測定し、後日原子

吸光光度計にて測定を行った。 

 

3. 実験結果 

3.1 通水試験 

① pH 

 図 1 に pH の変化を示す。横軸は充填した焼却

灰量と滴下水との液固比(以下 L/S とする)で示

した。 

UFB 型では 12.416→7.935、CO₂型では 12.124



→7.328、純水型では 12.299→11.778 となっ

た。 

UFB 型、CO₂型の通水試験では pH8 以下にまで

低下した。 

 

図 1 pHの変化 

 

② EC 

以下の図 2 に EC の変化を示す。 

各試料の初期浸出水の値に差があるが通水試験

の終盤にかけて UFB 型と CO₂型では EC の上昇

が見られた。 

 

図 2 EC の変化 

 

③ Ca 

 図 3 に Ca の溶出量の変化を示す。 

どの通水試験でも Ca の溶出量は緩やかに減少し

ているが、UFB 型と CO₂型では pH に大きな減

少傾向がみられるときに Ca の溶出量が増加して

いる。 

 

図 3 Ca の溶出量変化 

 

3.2 溶出試験 

①pH 

 以下の図 4 に通水試験前の焼却灰と UFB 型通

水試験後の焼却灰の溶出試験の pH の変化を示

す。 

 

図 4 溶出試験後の pHの変化 

 

4. まとめ 

 UFB 型と CO₂型で発生した浸出水は最終的に

排出基準である pH5.8~8.6 3)を達成していた。 

pH と Ca の溶出量のともに変化が認められた。 
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